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” 熱電氣式高温計
温度自動調節計､

株式會祗､ 東京都豊島匠商松ニノ四一

千野製作所電話落合i長崎2969

特許

ゴク式タカローブ
長サ均一屈曲自在鱒導能率98％

高砂ゴムエ業株式蕾祇
cf
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本，杜東京郁11黒湛上11黒二ノー九四五堪話溢谷(46)1151-4
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水歴鐵管･農機具･水睡ポンプ． ･う． レ ス

ーロ室昼奎－na．－空＝三L東京都日本橋厩本町二丁目三番地

三信鐵工株式會祗
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一高屋瓦斯容器ノ整備…
'､焼損容器.桃下容器ノ整備(證明書下附申請手續）
’･酸素‘〆タン.炭酸･磯素･アンモニア其他高座瓦斯容器用バルブ
'､高座瓦斯容器整備多量ノ場合ﾊ迅速出張作業／御相談二應ズ

室一旦一一．－－－．．－－－－．－． 台.全_ぬ． 東京都足立塵五反野北町星千番地
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らその盛會が鰡箕れる。

昭和21年変秋季講演街溝演申込詞

（1）船紬自由俄揺に於ける荻衰係数の概算法
正員工學博士渡遷”悪弘君

（2） 平面骨組梁振り剛性

正員工學噂士寺澤一雄君

准員工學士禧本俊夫電

(3)尖黙のある孔を有する板の鯉勾に就て

／ 准員工學士越智和夫君

(4)禾溌交捲船の彊度

正員工學土加藤、守君

（5） 回博せる任意断面黒の雛み振動散の一近

似計算法准員工學士金翠 武講

（6） 固形弾性板の狼制展動に就て

， ． ！ 准員工學.士金蕊武君

（7）浩波抵抗の成分に就て ；

准員工學士乾崇夫言

（8）周期運動をする淡水壇極就て

准負工學士山本義之君

（9）木材接手D謹融 一
●

正員工學士市川愼乎君

(10）進水に鞘する研究

正員工學士演田窪．

(10)遥波抵抗理論の應弔侈肌-題

，正員工學士J木下畠雄君、
、 ■

准員工學士阿部 敦君

准員工纂士岡田匠次邪君

(12)漁船の水槽試勝成債

正員工學士谷口 中君

413） 、釘の一設計法職き） ｡ ､

正詞工學韮原田正道君

准員工堅士苅田善政君

（14）航路安定性に就こ

准員工學士尤良椣三君、

(15)船型の歎式的密示

、 准員工學士渡漫恭二君
（16）木材の平面機接

正員・工學士原田正道君
准員工學!士米田 博君

('7)､精回呼旋回運動について
正員工學士重川 渉君

特殊研究集録委員書設置に就て

職前及び職時中海陸軍其の他官蝿，研究所，

曾牡．團鐙等で種‘々研究考案塗られたもの又は

皆施された工蕊竹業等で，営時賎密扱其の他の

關係上公表さ･ｵ[てゐないものが相営にあり，而

も其の内容は今後の造船造機技術上の参考とな

るものが多玲,あること坐考へられます。そして

これをこの倦放置しておいて埋もれさせてしま

ふことは如何にも遥憾でありますので， こIL等
一

の仕事に從副fされた方に確力‘な記憶のある問に

､
1

、

軟筆を願つと集鍛し．ご置くことは極めて有意義

なことで散り,又この事業守賞施する幽澄と･し

'一
ては鐵皆協會が最イ楚麓であるといふところか

ら,本年7月24日開催の臨時評貰員會に於て
木脇會内に一つの委員會を設置j-･ることに決議

せられたのであります。そこで本決溌に從って

早速準備委員を依畷L･で事業の演施方法等を研

究して貰ふことLし,別項記赦のやうにその

第1回の禽合を去る9月30日に開催しまし

た。その結果耳の委員會を「特殊研究集躁委負
會」と瀞すること比し,先づ第一着手として各

會杜,研究所，團禮等からそこで賓迩された未

公表の研究考案苦くは作業等の頚目（差當り仕

事の名孵のみセ，内容の記事士追って後程御洩

‘
‘ ●
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I

錐願ふこと坐します)を通知竿頂き， これを、

基礎として委員歯の仕事を推進して行くことに
、

申合せたのであります。集銭の形式としては色

● 憲懸慕鱸胸蕊鰡難
ものは収敢へず雑纂に掲載したいと恩ひます。
・就きまLては含員鶴に於かれましても本蚕
負倉設置の主旨を了承せられ， こｵ1.に集壕する

、 ‘ を適醤と認めらるL研究考案作業等があi)ま
し趣らぱ何卒遥紹協會事溌所宛御藍知下さる
やう御願ひLまず。

、

秋季講演省講演申込状況

原識締切迄に申込まれた講演申込は次の通り
で合計17論文,本協會始まって以來の多數であ
るっそのため講演日収も別項把載の如く 11月
9， 10の雨日に決められたやう･な始末で，今か
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、昭和､21年度銅製漁船建造計塞
～

鋼製漁船逢造は本年度に入って既iこ2回許可

‐ されてゐるOその船穂，船型，隻數鶚ま次の通

りである。

、第1回分（7月迄に建監濟議定のもの）

船穂 型 隻總噸隻數計總噸計
總噸

. 1.000 1･ 1.oOQ

｜；割,"平運搬

勢""“
； 550 1

1:;:澱捕鯨

275 2

350 3 1．050

1“ ．”Li""トロ‘一

、ラー ｜ 270 13 3,510256 7 13750
一

｜蕊鵠鼠""”． 底曳

｛ ':: ，：鷲}3‘ “58,座鯨
ジタ

ー 合計 416 48.532

第2回分（9月から明年3月迄に蓮造濟蔑定

のもの）

船種一 型隻總噸隻数計總噸計

總噸 ．

｛ ’職’2::} ‘ '"牙運搬

・捕鯨｛ 300 7 2．100 ｝7 2．100

斐， 2.040總噸の新准が許可になってゐる。こ

れ等は何れも日本政府が必要なる漁船隊として

要請した35.244隻の一部をなすものである。

‘ ‘第1次小型客船建造計壷
・ ヘ

海運総掲でiま藻て77-隻， 66,300總噸の新

造客船遼造計謹を作製してマッカーサー司令部

に許可申請中であったが，その第一女分として

小型客鰡28隻． 33.690總噸の建邊許可があっ

た。遮遥所，船主，總噸紘路，船客撒等は次

’表の邇りである･ ．
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船渠料船底塗装料の改訂

造船韓合會から運爵大臣宛船渠料及び船底塗

装掛の歎訂方認可申請中のところ今般次の如く
値上げが許可せられた。

r船渠料 ＝

總噸 48時問以 48時間以後の‐ 内の入渠 滞漿料’日常り

400以下 1.500圓 300圖

、 、400～700 2.000 400 ‐ ‐

， 700，学1.000 |2.500 500

1總噸歯り 1総噸営り

り〕0以'ゞ ・ 園k 0鼎、 、2．50． ．

2》船底溌製料

船底滞同塗装水線掃同2回

總 噸稲嵩蝦騎鶴龍鵲
‘金 料金 金 料金1

， 400以下 690m24CIN51CIm260n

鰯蕊塗)．
ン

400～700 . 861 340--6TD- 360
尋 （同上）

700～1.000 1.100- “0 ’800 460
（同上）

1.000,-1.000 1.520 630 6SIJ--320

L200～1.4001.730 720 770 380

1.400～1.600 1.930 830 870 430

1.60]へ'1.8002.130 920 970 480

1‘800～2.0〕02.認0 1．020 1．060 ．． 530

2.0〕0~2.5002.900 1.2001.30660)

2.500～3.000WL!1.400/1.590700
1總噸1総噸’總噸1總頓

歯＆粥譜' 、鍋
‘36000以上 1．18 0．47 0.52 ,0.23

噛考本表の料金は遥船事業法による遥譜
・ 事業の許可會吐につき適用する。

九月の諸會合

4日(水)試鹸水槽委員會第26回曾合
時及場所自雑2時至5時船舶工學科會

議室に於て

出席者青山委員長木下，谷口，土田各

幹事，鬼頭,志波菅，麓川，加

麗栗田,田富,乾,笹島各委員

霞事

、本委員曾の性撫討の件
二．客員依頼の件

三・今後の研究議題の件 ・

四・下記研究項目に閲する小委員會設置に閑 ・ ア
ー げる件 ‘

1． ．摩擁係數及び動貼性係歎等水嫡試醗關 ，

係諸係數の統一

2．.速変軍位(節の大さ)其の他水塘試諭關

係諸単位め統一
守守

3.水梢關係術語の統一

五．小委員會委員を次の通り指定した。

上野敬三君着四郎君 木下臂雄君一

笹島秀測語谷口中君 田富眞君
d

土田陽君 0

10日(火)試騨水塘委員會d委員曾第1回禽合

吟及場所午後2時室5時30分
ザ

出席者菅，木下,土田各委員 ・

識 事

・研究項目の整理及びその分描の件。各委 、
負から提出せられた研究項目及びその分播 ～

ヘ 1

， を次のやうに決めた。 ， ．、

牙類 一 、 分婚、
鵬の形状． 田富

鐸抵抗． 木下
剰餘抵抗(筌氣低抗を錨） 木下

． 木下海洋氣象 、

推進器の形状 土田
推進(形状以外のも｡トライアルを含む） ‘

谷口

旋 回 粧島

・ 動、描 上野

23日4月)編傾委員曾一 ．一

時及場所自午後2時至4時,船舶工學科會
… 隣室に於エ

出席者吉雛編侭主任，石田，木原，埴田

・ 各委風， 出淵事湧長戸

羨 事 、

一報告事項 ，

’､雑纂及び禽捜印刷状況並に印刷促迩具
一睡.密の件

●

2．雑纂第268髄内容愛更の仲

3．時報鮪』説發刊の件

、4．時報第2， 3説目次の件

5．秋季瀧憤藻”申込状況の件
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心、

四主務官鹿(文部大臣)へ届出づべき第50

． 期年度收支豫算編成の件。

， ､玉會報莞73號及ひ第74鮒掲載論文中授

賞論文選定の件

7月24目の臨時評醗員曾で決定せられ
た授賞候排論文につき各審査委員から審

“ 査の結果につき報告があった。

‐六弐回臨時評議委員宙日収の.件67月24

′ 日の臨時評儀員會に於て来る11月10

日に本年庭通常總曾及び講演會を開催十

一ることに決議せられたが，講演申込ｳ非

・ 常に多いので1’月9． 10雨日開催のこ

とLし， これに對する諸般の準備上評議

員倉の承認を得べき事項があるので， 10
／

′ 月9日. （第二水曜日）午後2時から臨時

評議員會を開催することに決められた。

七編侭委員依張及解癌の偶も解任を申出l,>

れた研野伸一君の解甥を承認L,新たに

「 數著の委員を依嘱十ることに決せられた
、

報、 告一

一餓晦中未公表＠研究考案集錐に關する準‘
臘委員會設置の件。7月24日の臨時評

一 議員歯の決議に基き8月28日の定例理

事宙で委員を常松四郎君・掘田啓二審

‘片山有樋君,･福光外次郎君．山縣昌夫君

渡邊賢介君，出淵巽君に夫々委蝋した旨

報告があったっ間その第1回街合は9月

30日に開臘せられる。

二曾誌印刷促進具燈策の件。8月28日の
定例理事罫う承認を得て出版協同株式曾
吐の株主となり，同牡の特約及直蔭工場

を利用することとしたが,本件に就て評
議員會の追認ぞ求めた。

三．預金封鎖に關する件。金融緊急措置令改

正規則による公益哩燈第一封鎖預金邉加
指定を大蔵省三申請中なる旨報告があっ
た。

四日本工撃會翌察評談員禽決談事項の件。
D ､9月5日開催の日本工學曾理事評議員露

に於て，昭和2a，年春第5回工學愈大會
を開鰹する豫走であるから各歯員肇旬で
もその心組であって貰ひたい旨通知があ

6雑纂掲載用未虚顕稲調の件
7j會員與諭調査の結果に關する件

ウ ･

， －二協議事項

／ 1.雑纂第269鏡掲赦記事選定の件～

・ ′2．委員依癌及び解り属の件 さ

‐ ‐･~三編輯主任よりの希望事項 ・

今後記事選揮に常つては漁鵬木籍に關

一 するものにも力を注ぐ･や･錦望陳趣力:あつ
た◎ 一

25日T水)定例評護員禽 "

~ 息時及場所自午後2時至6時40分船舶工

･‘‐ 學科學生回書室に於て
出席者井口霞長，山縣主事，加藤主計，

孑吉誰編揖主任,常松理事,履田，
F " す

" 〆

細丞各監事；榊原,岩井，瀧山，

繊山，江崎，松本赤崎，南波，

一 ・ 太田，出淵各評議員‘山本前酋長

蹟＝ 事 〆 一
一一昭和21年8．月28日定例理事歯決談事

＝ 項中追認の件 と・

‐ 1．入退會者承認の件

2．車馬賃贈呈の件。役員曾委員會座談歯

に出席の諸君に供食不自由の期間に限

・り適宜車馬賃を贈呈することLし,本

・年8月の會合から寅施することにつき

‘追認せら托淀。

3．工業標準調査曾委員會専門委員推閣の

件。正員葛敬三郎君を推砺することL' 寺

L,既に同君の承諾を得て推薦の手綴

・ を済せ嬢

4．事務所移輔の件。丸の内日本工業倶樂

部内の日本工學曾事務厨を借用方交渉

を進めることに決せらｵLた･稜鱒の時

期は未定である。 －．

二8月定例理事會以後の入退曾者漂認の件

・ 鰹髄員申込.17件，個人申込9件，退曾

申出2件につき審議の上査定を行った。

三研究委員密委員選出の催7月24日の
』

臨時許議員歯の決議によって新設せられ
‘ ることになった電類熔接，木船，漁船，

－工作法各研究委頁貧の委員につき協議し
， ． ・ た。 ‘･ ．
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代表者取締役杜長白尾庄吉●

同 石巻造船株式會肚

代表者取締役松谷悦右衡門

同 三腸商店漁業部

． 代表者 三代義涛

･同･ 北越造船有限會吐、 、
、 代表者代表収締役森山治助

同 尾鷲造船株式愈杜

代表者取締役吐長祀井外二郎

同 山形造船株式衝吐

代表者 坂井． 窪

同 、株式會吐商橋造船感工所

代表者代表取締役苧才治
同 ・有限曾牡磯涜造船所

グ ー

‐ 代表者’取締役牡長皆川貞堆

同 ゴ 室魔船舶修繕株式酋肚

， 代表者取締役社長瀬川肺二

同 合資霞社品川遥紹鍛工所

一 ・代表者 久住岩吉

同 、・ 東小博識§有限曾吐

， 代表者代表取締役熊谷岩夫郎

同 山口鎧船所 、

代表者 、 山口 仔

正員吉田益三 、正員濱崎利八
正員川崎勇女郎正.負富山 修

Q

准員藤井澄二 學生員土田達夫

學生員多比良稔學生員波多華l挙
學生員菅原明男 學生員原田宿男

、 「求人」欄新設に就て

93由日開脳の編輯委員宙で雑墓又は時報

に「求人」慨を設けることに決りました。造珊

遥溌方面の技術者を求めらる上方は希望條件を

附して御通知下されぽこれを掲げて鹿く會員講

君にお知らせ致します｡採用先'轤名とし,例
へぼ「静岡縣下某遥鵬所｣lと云ったやうな雷方

に致したいと思ひます。どらか御利用下さい無
論無料ですO 1

・つた。

30日(月)特殊研ﾂ鐸録準備委員歯

時及場所自午後2時至4時30分船舶工

學科學學生圃雷室に於て
、 0

出願者井口會長,常松,渡邊,山縣,出
淵各委員 Ⅷ

鱗事 一 ・

・一曹長から本委員設置並;こ委員依嘱に閲し

挨拶があった。
、

ニ山縣委員から本委負會を設題するに至つ

‘ た經緯に就て説明があった｡ ‐
写 ①

、三本委員會の名解を｢特殊研究集録秀負會J

とすることに申合せた｡

四先づ第一誇手として集録すべき特探Vf究
老案項目を集めることLし,會長名を以
て各研究所,曾赴團患等宛照會すること

尚最近發行の時報にも委員曾の主旨等を

掲載すること。 一

玉所要經喪の見穣及出途に閲すること。

六準備委員會は本日の曾合を以て打切り，

’今後は早速委員會を設置L,第四項記戦

」の會長よりの照會に對する回答あり次第

仕事を泡もる手配をなし置くこと。

七委員は現在の準脆委員曾委員の他に數名
依嘱の手配をなすこと。

一

八集録すべきものの中，講演會に於て發表
するを適営と思はれるものは講演、その

他ば一窓溌纂に掲載することとし，全部

を坂掴めて出版することは後日研究する
こと◎

雑一・ 録 ．

、

／

●

●

、

、

ｰ

ひ

、

● 匂

新入富者氏名(9月榊こ承認された分）
圃隆員阪紳内聡襖工業株式會杜

代表着取締役H琴小曾根眞造
向 、 九州造船株式曾杜外浦工壌 ／

代表者取締役所長中西健太郎

， 同 有限曾祉女川唯勝造§研
代表者取締役牡長頑田蒋助

同 ． 山口鰊遠洋漁業保除組合

代表者組合長理事大島春三

同 株式會杜白尾鐵呰所 ’

、

へ

、

綱輯係よ F)

藻て編岡連絡員を通じて街地の歯員諸君から
雑嚥記事に對する希望を御通知願ひその結果を

メ

一

0

／

〃

I

ダ
〃

、

－ 戸ー 牛 アーーー一一一一一
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‐坂掴めて時報第2説に提散しましたので齢三御＝主す。
ご

蹟み下さったことL思ひます丞， これによりま （’）編録連絡員から刀通信

すと設計,工作法艤装その他現場向きの記事 （2）座談會記事 こ

を多-X載せるやうにといふ躍が高いやうであり ’ （3）近く新設せられる筈z嫁の各研究委員
ます。會員の大半の方が現瀦こ居られます開係 貧の報告

〆 汐

上これは當然の御希望であり，編瞬係どLても‐ （イ）工作法に關する研究委司含

以荊から氣付いておった事でありまして，記事 （ロ）木船に開する研究委員街

の選鐸にも相堂の注意を挑っておったのであり くふ）漁締こ罰する研究委員街 フ〃

ます。然し宜溌ま講演にしる寄稿にしる理論的 （二）霞氣藩接に閲す.る研究委員歯

のものが大部分でした。然Lこれには理由があ 造船協會も明年4月で創立50年を迎えるの

るのでありまLて,謙一;こ一般會員Iこは非倦に でありますが,その問謹行せられた醤熱ま年報
興味築く好参考資料となることであるIこも拘ら及び未發行の分をも合せて82冊,雑纂は268冊

ず現場‘輕識の鵠､方ですとこんな索億土當り ありますが,その中年報曾報のみ1二就ご見ます、
前、ことで特に講演や篭稿をする程のことでは と收鎌せられた論文惣歎ば625篇で；その中設

なJ,とい野考へから書かれないことが多いと恩 計,工作,曠装等大壁難しい理漁を離れだ,賓漂
ひ．生す。又一つにぱ現場におられる方は理論的′ の船又は舶用磯關を對穏とした論文は]'6流あ

研究に携はられる方Iこ比べて仕事の關係上机に ります。尤もこの數字;ま調査する人の考へで若

向はれることが少いので筆を執ること力ちび億午;:目異しませうけれども大禮全論文の2割足ら
劫になるといふことも若干謁係するのではないずよいふことになってゐますbぞじてこれを今

でせうか。従ってこちらからHI掛けて種々のお 少し<詳細に調くますと年;二よって可成りの相

話を伺ひ′ こちらで記事を纏めるやうにするの 異があり，その時代の造船襲界の状況{‘二左右せ

が最良の策と老へますo先達って開催しました られてゐる黙も窺へるやうでありますが， こ』～

'船の電霜熔接に關する座談會の如きはこの一例 數年I主特に理論方面の論文が断然多いやう’で

でありまして， 与れば雑蔦第268翫に載せます すb蛮地に開する記事を集めることに就きまし
壷鍛初の試みで而も可成りの成功であったと思 ては編閥捲當者としましても充分の努力ば致し
ってゐますb筒現場方面わ記事として今後掲載 茨すが，會貝譜君に於*JLまし･ても戒るべく参

調Lるものを協會の事業方面から一括して見ま 薮の現場向の記事を寄せられるやう切望しま
一

すと次の骸な諸計塞がありますので今後は漸次 す。

御希望に副って行くことが出来ると考ぐており
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１
０…、－〔誉業品目〕声一 一

鐵山機械･製鐵機械・化學機械

横山水管式汽罐･各種製罐工事

各種鋳鋼q鍛鋼製品一

~横山工業製式會祗
東京都日本橋隠江戸橋二・加賀ピルー

峰

電
氣
工
菫

絶
縁
材
錘料 修

東京・京橘・銀座ヒノ四

菅原電氣株式會社 I．

製
造 理

事
請
負

電話銀幽57)905(3)･914(3)

工場東京･川崎･松本

電機修理専門蒲田工場
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米第八軍用品指定工場

蕊明 電・舍薙
MEIDFNSHACo・LTD '

－製 品一

電動機．發電機・愛璽器。配電盤，開閉制御

漫器.瞳氣ホキスf.電氣計器.其他電氣淡器

電話大崎(49)長淵(9)淵胤

ノ
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＝

専賛特許証用新案

超遠心噴霧乾燥装置
特長洗状物粉化・疏状物濃縮 、

'－－－－主要製品， 超遼心液燈清淨機・遠心油分離槻

| 趨遼心牛乳分離綴･超遼心酵母分離掴
， 匪力油≦浦過機・鍛道車鯆部分品製修

‐

”……．…〔月島機械〕･…･……．

！化學工業用機械装置
一製作品目一

．製璽用機械装置､硫安用機械装置
〆 酒精用機械装置･工業藥品機械装置
人絹用機械装置

月島機械株式會肚
‘東京蕊鶏鴨認認禺蚕地
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夫式賦
株
密

N｡K.タンマン電氣艫新式改良型
最高温度2300｡C常用温度2000.C

タングステン・モリブデン白金其ノ他稀有 ‘
金属熔解分析研究用

‘ 温度上昇敏速2000℃迄上昇二逹スル時間30分
〔操作簡軍･故障及ビ危険ナシ〕

日本化工器製作所斑農畿欝愈豐

1

1 一一一

ナガセの内燃機關(無水式焼玉機關）
16

株式、命耽

家獺鱒物工場
川口市青木町4の100

電話川口2592.2757.2900.3403番

發動磯鰯鯉i綴添薇溌
鐸鐡部各種鱒物部品

鋼謹部蛾道車輌用鋳鋼品

南

管
業
科
目
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我が賊六十年、歴史と多年の研究により潤:，の科學的

製造工程を経て完成した理想的の製剴用鉛筆であります｡ ．‐ 、
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製鱈硫安其他各種化學装置用 む
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最大口径150C粍設計配管工事引受 -~－，_J

ｰ
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、

"

暖房用バルブ･トラッブー式
，減腿奔､淵度調節算安全倉伸縮接手

'

＆

‘ 鎧船用バルブー式
､ 株式會祇フシマン製作所

本鮭東京都品ﾉlil扇大井伊藤町五六八一 森ｳｰ崎工場・矢輻工場・滴‘烏谷f工場
電話ﾉ:森(66)5249･5084･8624.9433 名古屋IH張所名古屋市昭和腫瑞秘二野町三ノー

ｰ

一

ローダ咽一口ポンプ
（各種油用）

特許タッノ式ガソリン計量器
特許タツノ式各種油地下安全貯減装置

各種ボン'プ類．各種バルブ・コック類

梓式會社東,京昔息野製作所本職東京都芝腫芝浦町二丁目支店 、名古屋大阪
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